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図 1. 硫酸生成過程とその三酸素同位体組成（Δ17O 値） 

 

 

 

 

 

図 2. アイスコア掘削地点と現地の写真 (左図赤丸が SE-Dome 掘削地点） 
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図 4. 全球大気化学輸送モデルによる SO4
2−生成効率（棒グラフ）の変化（A：北米、B：西ヨーロッパ）。

SO4
2−生成効率は SO4

2−生成量（P（SO4
2-）：赤線）と、存在していた SO2 量（S（SO2）：黒線）から算出。 
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図 5. 本研究で明らかとなった SO4
2-生成過程の変化メカニズム。SO2 削減による酸性物質の減少

に対し、アンモニアなどのアルカリ性物質の増加によって、大気の酸性度が変化したことで、SO2 か

ら硫酸への酸化反応が促進された。赤矢印は促進されたプロセスを示す。 
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